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1.八幡宇土吉積書平

八日市if'j'f' ;J~ IFI "IT守:iJ.li山1661路地 内5，00001'

八幡社合的trFl1、八日市市中羽悶IIITに所主1:し、25・野

山系の東ろくも{刊11に位協し ている。 前前には広大な百li

生野が広がるが、すぐ 11J~下には、住l鳥川のつくる i中411

平型?と美しい条虫1制Jj;t似の盟める生産力泣かな地域で

ある.

古tJt.ll宇は、山JJ反中はどに鋭~する八幡神社の拝殿が

設けられた山裾の参道左手に分布するむのである。総

数lU島で織成さ tL、すべて航・火式石室をもっ後期古駁

である.

持般の上方左手に自然地形を利用した明瞭な~リ土

をもっ第40号治が所イ'1:し、その波紋IVll径約10m、Z認

さ0-lmである.撚iui125 mに位自立するこの古墳を

最高所、~西端として、係筋 112m に位遺する第47号

打'tが政京総iに所有:する.この常的は径13mの日月間告な円

治であり 、坑丘町0.5-2.001である。」二の聞に所在す

る 9 法の古Jjll1 、いずれも同坑であるが、~"í47号の束

fl!lJ に所有:す る従~46-1}Jj'tのみはJiiJ方後間約の的形をとる

ものであった。

この数少ない前方後円別についてやや鮮しく述べる

と、その全長2]01をilliJり、後円部径11m、高さ 3.5m、

前方都中l.i9 m、日さ 2mであ った。

なお、 ζ の.1ft丘には、内部主体として 3つの横穴式

石箆が認められる .後内書11に l哉、前方都4こH去と中

!日，]<ぴtL宮~I;仔りに 1 h~ と:ti・ 3~である.いずれむ南方

向に開口しているが、前方都府.:iiのみやや方向を異に

している.

ょのように一つの宵坑に 3つの石室を Lつむのは少

なく特災ーであり、野洲町大活山占tll~宇中に知られるの

みである.

また、このような，(lJJi後同杭を含む後期古墳群は湖

東でも少なく、岡下のところPI~-の L のといえる。さ

らにまた償火式灯篭を Lつ後tUJの前方後円坑として湖

東で知られるものは 3越しかなくその 1悲であること

は注目されるし、ましてや.t1l丘の先手Fするものは竜王

町岩屋古tnとならんでわずかに 2悲しかなく 、この点

からも当古杭鮮の特災性とともに完存するものである

ことが'r.IJI]月ずるのである.

2.後藤氏館跡

八日iTi市rf'羽ITIf1JT小rf:1産税制 2{住地他 9，447m'

八日市市の中羽 rn総務と上;l~凶集務の間にあって 、

今日でも小午後藤坊1I として こには、刷、門納~t.手が残さ il

ている。

土.l:ilま必l底帆10m、rliさ3mの統般を持ちJ)!.校て"11

館跡の北辺と京辺が残されており、この外!司にITlillOm、

i奈さ 4m の~l跡を訂している.また館跡西ill 、 i有辺に

ついては明治中頃の地問では土.!:lが伐されていたらし

いが、今日で11有jl.!を5おいた門跡が残されている.

館跡の全体としては土昆の外周にJ，blを持つ1jl郊の構

造を持ち復元規模では丙ìllの南北i~ 120m、*辺の南

北長 100m、東西輔 100mの変形阿角形プランとなっ

ている.

当鉛跡t主、小q:名の示すとおリ佐々木六角氏のま修行

人後藤氏の波地J，I:'M跡で、いつの頃から当地に居住し

たかは明らかでないが、ぷf恋7己年(弘和花王ド=1381年)

の r来ミ字文mJに佐々木氏の被ffとして後藤左衛門入

道党公の4ろがみられる。その後、後i泌氏は、佐々木尚

頼の頃よリカを.trl し、 fll)見守i'H~の tji、{努縫氏に変わ

うて総勢を持ったため，jd北六年(1563)、佐々木義粥に

より佼盟父-(-11析殺された.これがいわゆる7&管守騒

動で、佐々木氏の車jlf*が/l，1れ純日JHL*に/:11した数:悶の

ーっとなったlJi.例2である。

以上をまとめると、

・平野部の航跡としてはj立作状況がu好であること。

・近江府ilの本行人目白であること。

・康史上.m饗な程lI.fi'キ!騒動にかかわる起i:跡であり、

かつ、佐々木六J1.JI乏の 1汝定と純f]] mi~上洛にかか

わる遺跡であること.

とのことから本県のrfl1!!:史研究上欠〈 ζ とのできない

丞要な逃跡である.

3.勝堂吉積書草 赤塚古墳 ・弁天塚古墳

愛知町íi.llHll:1IIT大'川和:;~'7: ":;: liiJ912のし2 5.68801' 

鈴鹿山系にi問!を発する愛知川{卓、 j!i:江湖東地方に肥

沃な殺合地帯を形成している.このことから当地は!j'.

くからIlHけ、 iJit来人の収伶や内代張紋の本拠地として
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知られている.その実証である古.1ftが平地及び丘陵に

数多く築iiEされ地方における山代政治形態を知実に表

わしている.

その中で、湖東地)jで代淡されるj際金古.l"Jl群は湖東

町勝金に所，(tし、'i炎i毎記』やr新聞略記』等の江戸時代

の文献によると合計48必の古杭が所イ正したと記載して

いる.現有:1:8l主のみjむ存し、他はすべて開較されそ

の姿を見ることはできない.

今回街定しようとするのはJJ秒食前仇M-の 'I~ で最も規

般の大きいぷ以内れと弁天城山打。tの20)，~で、日.jiftl:隣

扱しi!ir:fする。この ，IJ'Jfl Iよ、 11代手1154.iドJ!l:Vr~公:13.場務制il

:J~~~ に f:ló い地 J己 ・ 'J$，然必 ・ 町教会 ・ 県教委との協議に

よリ現状保存されることにな った。 持iゐi古.1ftI立直径32

.Om 、向さ 5.2mを31IJる川杭で/，'J十誌を有する。主体部

1:術火式:(i訟で、 i創立以2.4m以上、中日0.9m、玄室長

4 ~Om 、恥\2.0m 、 JJi さ1. 6m以 1'. を11IIJ るが、床而iは JlI!.

土により紘認できな、、。後i立と土:慌の石村の一部は勝

官邸疋‘'H'i!::::.:;rI .T[とJ41魂仰:fiMに鍛LL¥されている。

弁天以凸抗{ま'ni以内ー均\の」ヒpq*~J40rn にあリ直径20.0

m 、?::;~ 4.3rnの円山で削減をイIする.主体苦IH:不明

であるがみ以前.I(tとの位~i/~ • .)L地関係から航穴式石毛:

であると忠われる. I~，j.lj，の時JIII であるが、現イ't. llt接待

JUJを決定づける資料に欠ける ただ、内約の形態、繊

穴式イi巡の綿泣から 6 世紀後'1"~と考えてよいであろ

可.

つぎに、立J1Þ.をなかめてみると、勝'~;:8 .1j'í~宇の中て'

紘む耳Hl司の綬傾斜のJI.~，:':j位に依託する.このよ とから

両Jj~Ij:1I券会内川itr.において中被的{山花を内める一群に

あるとみられ、彼するようにある 2)，~Iま訴小特製.なむ

グ〉といえる。

以上のことから当地h抵の小でも i"iU:クラスにある被

葬者の均't~~と J)・えるよと 1;1:可能で、 iIOJ í![地1jの古川文

化を採るうえで欠かせない ，IjJj'tといえ 、さらに湖東地

}'jの BH~ê.tJ;: IIL を'先IVJ する卜.で似めてll'{主主:な i立跡と忠、わ

hる。

4.朽木陣屋跡

iUjJゐml行木村大'(:'IH'fJ~ 25， 70601' 

十ワイ〈同ihl跡追跡l主、，:':jJ:，')ml行木村大宇野尻に所{f.し 、

E買は安:t川の立:ilf，のJヒ111、f+jに1:1安公III*i花がmElt、

北側1'H去"l:t jJ.4J1(I ~'，とそのぶ脈が述なる繋:必の地t了為

る.またこの地I孟、 ~t仰と 3誌を結.;:+1)木街道にも衡し

ており、交iIIiのl}ti衝でむある.

ニの地カ旬、っからt'i木氏のか:'fiiiとな ったかについて

は諸泌がある.しかし、江戸時代には確実に隊度を綿

えている。明治時代以降、長IOtU療のji(観l孟大きく変化

し、 7ランド、J1i:木場、民家などがあリ、 iH寺の而53

1まない.跡民跡をポすi立緋としては、来1IIIJにゴ二塁跡、

北側に井戸跡、行記、 i制i聞に均!湖:などが認められる。

ところが、昭和56-57~~に行木村教行委只会が災!6iし

た発綴調査によって、地下に1:ー~二時JIIIにわたる江

戸時代の建物治情が残されていることが明らかになっ

た。さらに下婦には、部分的にではあるが、 S長町時代

の造物包含廓が検:11されている.こうした新たな調査

結果より考えると、中世よ I}この地に何本氏の官官が設

けられ、その後江戸時代に~líJi{へと変巡をとげた可能

性が強、、。

本Ül湖;li 、作木氏の1~lil:量制:としてだけでなく、-f'，木

街道の要術に中世からi止i!!:にかけて位nした、交通史

上の役却を考えるうえにら司.(~である.

5.雪野寺跡

ìílí~U111竜ー日IT大'j-:川;:1"(:プ〈路40徐地他 28 ， 338m'

日野川のrl'流布伴に繊たわるj必利;安7f山のi!9i'判官官に
{立i:i1する当、干跡{立、宅11.11:の労r-:;It山'Ii!::r:~j'および天神主1:

境内に所千1:し、大野11分が山林とな っている。

現竜王ぷ1:1t，・米 f[!y、1・J と11千I;t'Jt、野守的紋起によ

ると、当守"1判的行J!;の附JMぷJ兵を持ち、相剣3(710) 

年 9 月再主主とあり、 S中 Lm良 11与代のものとして[~l指定

重姿文化財となっている.

寺跡{よ当初古瓦の録集によ t)~~;され、昭和 9 -)0 

.if.にかけて前後 3ffi)の発ぬi調伐がU本市文化研究所の

手で実~された.

i潟去の結果t立ru麻布文化研究局報公』第 7fI骨でI'J

らかであるが、泌総としては池山削リ :11しを主にし、

計 5例の礎石を銭す. J..段一辺45.5尺(13.8rn)、下段

一辺60尺(18.2m)の!l!húifUみニ可ìJ，~nl を訂するIJE跡が

確認されただけで旬、全体の{訓lぽJ配 iRゃ .~:tJ~については

I列らかにされなかゥた.

出土j詰物としては川Ifr(.~'Ä似弁必郁文'~f九1l.や、こ

れにf!I!う ill弧文中f平瓦をはじめ ".総Jm、欽Ortliととも

に童子、 事11王、 .;t.l溺u杉:干の多.;，~の '1?H鋭J 'ï mi と 611，川体分

の相鎗lニ1'1¥う肱U'?!の:ll七が[1:11 :された。

以上のことを簡単にまとめると

• 7 i!!:紀後半(どIJlJl.II与代)にfilJ-illされ、 8世紀(お良

時代)に|冷機し、今日阜で存続したこと .

・ 現i}i.およびí~i瓦の散布状i比から、 一般的な総絡を

持った伽虫魚:zi でなく、伝うah'l~ 判，iJ線、自然地形

を利用した特災な .'Hf・であること.

・ 寺成金孤e iÉ~広告2を持たず、いきなり日聖f1111' 

而する特典な立J1T.条例二を持つ ζ と.

・法降キ等に例を見るたけのtr千本~Jf象併を布するこ

と。

等のことから、今後の訓缶、研究に符っところが大き

く、考古学、歴史地理学、美術史、怨築史のうえで重

要なUl跡である.

6.塩湾丸山富翁瀞

伊行1n1西浅井町大'i:J証iltrl1'f:松uii 85101' 
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泊五i主丸山古坑群{孟、現必liIiIJ後円tJtU主と同積 3~

からなる.

琵琶湖北絡にかつて湖北の三iItと言われ、北陸と後

内を結ぷ五ëlúJの要衝とされた今法、海i~tそれに広i:l!の

-UHi喜がある。そのうち極i撃は最も北に深〈湖が入りく

んだ地にあリ、古布u'宇{立、現在南北 2畑、東西 1kmlま

かりの広さをもっ平野部の西側にあたる。前方後円治

である 1号JJlが南緯尾綴上にあり、 2号坑と G手ぷ円1貨

が同じl毛恨の主的好リに位遣する.そして、約 1∞m

~tに 3 号J氏、更に北約 100m 行〈と 4 号股がある.

I号明は会長21.5m、後円部径12m、wJ方都rtJl3.5
mを計リ、前方部を北東方向に向lする.砕石 ・地給は

現夜、線認されていなも、。低いl前方部の形状から前j切

でも古相に以するとと・えられ、また規絞若手から材i土併

に鎖似する主体施設が考えられるが、務純I~不明であ

る。 2号t.rtli1 分岐の後方約 5m のところにある ~9

m 、おき1.4m を計る向島Tである.外2~施設は現右:克

られず、内部主体等む不明であるが、立地から 1号治

と同時.JI/Iか、1出産と推定され、 1号績の陪ま反とも考・え

らtlる。

1 号杭よリ ~tの尾線上にある 3 平子治は径約30m の円

以で、 t.1jさも約4mを計る。外君主施政I主犯られないが

Jj'iTJ1古都に盗編成があり、石村が見あたらないことから、

主体施設は粘土協ではないかと考えられる.

4 J，ぢj

k規E肘+枝英であるが、これも元11支足以上の先に{立ほしてい

たと考ーえられる。.lftJ主はかなリ削lf-され、復元iui3m

はあったと 1fE定できる.

r5Jru~干の特に 1 ・ 3 ・ 4 号Jftを考えるとその位lli .

規棋等から首長の姿を知るJ二で桜めて屯婆なjtì~であ

るといえる。

昨年度、この由法からなる古坑若干のほとんどの部分

は県史跡に指定されたが、その後、溢i$丸山古J11携の

1号燃と 3手}.t.l¥にかかる国鉄it.JJ西線路然下都分が指定

からはずれていることが判明したため、今回、 J二の部

分を史跡追加l指定しようとするむのである.

名勝

1.得泰寺庭園

近江八幡市馬洲町469他内498.75m'

ネ:寺;1:天長六年 (829)、if;:初天空の勅願寺として創

越されたと伝えられ、当初l孟天台宗に属していた.

その後、元f色元年(1570)、織田1J-1:"1:の兵火に会い絡
会全焼したが、延宝8年(1680)に至り八幡の議樹、 1半
庄お衛門、鈴!~導兵1:1-í11 か勝見、西川、 111端らの諸氏が

'j.iì.泌の傍若d綿Cí~をむかえ中興したらのである。現在の

..;'.iミドのうち、本堂、銭後以外のむのは大正2年(1913)

の火災で焼亡後、復興されたものである.本金{昭初

得霧寺庭濁

31年改修)には、 l'P;:3 iJ三(1686)上仰とあるf!l!札が残

さILている。

Kg闘は本寺中興の際に攻殺の形を士さえた Lのと伝え

られている.本堂、Il荷山:~;~J立びi戊リ廊下で問まれた南

北に絢IL:い山憾に池をうがち、予定側山林の斜衡を民主~l

に取り込んでいる. l~ iI住の鰐聞に 1:岩合山符布の巨岩

を犯し、北若手リに中 lみが設けられている.こつの~J:rï

紛がi皮リ廊下から中山へ廷に中t:.¥から山総へとかかり、

ここから石階段が斜面を上方へとみいている.i也の南

部には、 Lう一つの石紛がi山をt決断しここからも小さ

な訂階段が扱っている。

文献的に作定年代を明らかにすることはできないが、

岩念山中腹にある手)'，の立地に介わせ、向F余地形、J'J然

石を巧みに1=.かしながら栄絞め公を加えた本経1:'延玄

の中興の際の作庭という年伝をうなずかせるむのがあ

る.

2妙感寺庭園

j!!:iI八幡市民潟町492 内501.86ぽ

本寺11岩合山総にある日必;誌のか院で永仁!周年(1296)

日像上人により聞かれた Lのと伝えられている.

庭問!三li袋の東経に当たリ、東側のややおい基地と

は生.l!tで仕切られている。 i也i立大小二つに分かれてい

るが、その問のもlilU水部分L当初はひとつづきの池を

なしていた bのと思bれる.北側の必L;~にひときわ自

妙感寺庭園
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立つ巨石を立て、その手前の自然、石の石総と併せ荻快

な景観を呈しているのに対し、枯山水部分の中島はノj、

...l;リの石でまとめ対照を見せている。全体として、岩

倉山に産する巨石をふんだんに用い、石と石とが幾重

にも震なり合う中にサツキを配するという華やかな民主

図となっており、服装からの銀賞はもとより、妙見掌

への波リ廊下(天保3年の年記のある絵図に記織があ

る)よりの眺めも考慮されてい る。

作庭i時期l止明らかでないが、当寺第24祖日売上人が

元文~究保・年間(1736-1744)の前後に王子内総診の大改

修を行うており、庭闘もその頃に原形が主主ったものと

思われる。なお、現在の)Jjl裂は大正初年に移建された

ものである。

無形民俗文化財(県選択)

1.黒滝の花笠太鼓踊

保存団体黒滝狩年会

所作地 中支tr.1l土山町大字銀沌

内容及び由来 〔内容〕黒滝区の金戸から 1戸に l人、

男が出て綴に参1m し、花笠を精て太鼓紛を氏争~や杭家

寺に務納する。

〔行司王次第〕籾 911寺頃、衣装をつけて区長宅へ集合

する。"，1の庭で大泉郷をひと踊リして、沼野磯子に合

わせて区長毛を出る。 Jトql~歳、 lE女、区長、 年長者、総
ヲ‘， ?? yt- If・，
娠、太殺打、法螺貝、 Ilft:fl、jftlJMlの順に行・夢Ijして、惣

王争1I社に向かう。事fJ社の:境内に浴くと勝娠がフリコミ

で境内にはL、リ 、まず日野噺子を踊る。絞いて神楽踊

・天王協 ・住吉紛 ・山者11[1前を務納し、小想、のあと、大

mn役 ・ 京ぬ踊 ・ 巻4守的の)1肢に ~ifi られる 。 このあと符，ぴ

行事IJ して瑞雲寺へ向かい 、 お苛:では日野悦子 ・ おミ~gjrl

.子校((111松)w-mを務納して終る。

〔役名・扮装〕 椋振2人は頭に山鳥の羽般をつけた

黒滝の花笠太鼓踊

冠(地元ではそうよぶ)をかぶリ、上衣ji五分布hの紛の

活物に兵児管、白い手Ifl、下衣{ま同じ紛の裁穏に黒足

袋、主主革主{まき、赤い絞めたすきを背十文字に蝶結びに

する。 lJJiに鬼面をか J~ 1)、手に燃と1p.自己をもっ。

太鼓Z人は花笠をか.J， I)、上 ・下衣l主総振と同じで

あるが、十文字たすきはしない。締太鼓を)1旬前でつけ、

太紋のIJ同には白い日商を巻き、その先{まj阪に巻いて結び

長〈愛らす。

H貝出 Z人は花笠をか_i，1)、白い長着物に兵児i;f，:また

は角帯をしめ、自足袋に草履(1まはま~1草履)、手にふち

どりした白の手EJ3をつけ窮子を持つ。

j![lJ ~前・法鰍:貝{ま i唄 ili と同じ衣装。

区長 ・正f..1王者{対lrのうtr物に羽織、紫足に主主!夜t;fき。

(i道具〕鬼筒、勝、締太鼓、法皇正:貝、第自己団扇、 .Q

毛の冠。

〔由米〕元来は雨乞またはその返干しに ~m られたと息

われる。放も新しい雨乞の記t昔、{立大・正Z停の皐ヲミで、

7 月 14 日から雨乞を始め、山上で火を燃し、タ' ケで~]

った。 8月11日に少し飾雨があったので13日に返礼約

をしたと伝える。
¥ 

また、津島神社や住吉村1社でそれぞれ天王制 ・伎を;

総を型悠存

からは踊も惣王争糾神1I社で行なうようになつ fたニ。

〔芸態〕笑際に紛るのは株鍛と太鼓打だけでfHlJi'ifJな

どは11品利するだけで踊らない。境内へは、フリコミで

鋤リこみ、この動作を近|務の濃川ではパパイリ、山女

原ではシキイリ ・パナラシと称していた。的l立総娠 2

人、または太鼓打2人がお7:1いの位52を入れ終わるよ

うな形で足をふんばり 、地をけって株を振りながら蹴

る。

u寺mn立び場所毎年7月11日 午前911寺-12時頃、村

名モの目。区長宅、惣王紳社嶋内、

瑞g{:弓!j::院内。

その他 土山町の三重県波の村

村に伝わる太鼓iifitま県内の太銭

前nと災なリ、体振 ・太鼓打が主

な締をするところに特徴がある。

Illtに選択した然)11の花笠太数蹴

.山~JJR、の花笠太鼓踊と同系統

に属する縦ながら 、この 3村の

簡をして始めて、 ζの地方の太

鼓釧のti態が似元できるもので

あって、自iJニ-;gjと重!とに県選択無

lf~民俗文化財に選択する f耐疫が

あると認められる。

2.大溝祭

この項、文化財・教室ンリーズ

No.60にm復するため省略した。
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